
 

第２０回美東地域審議会（報告） 

 

 日 時 

  平成２７年３月２６日（木）１８：００～１９：３０ 

 

 場 所 

  美祢市美東センター２階 大会議室 

 

 出席者 

  美東地域審議会委員  

出席委員 中屋弘幸委員、小林法子委員、坂本睦海委員、 

山本幸男委員、森重武久委員、田辺敏雄委員、 

堀田勝利委員、岩山澄男委員、宮崎保委員、 

児玉明弘委員、金田真一委員、岩間千鶴委員、 

佐藤和美委員 

欠席委員 宮川淳子委員、丸山幸男委員 

        事務局 美東総合支所長 倉重郁二 

            総合窓口課長 東城泰典 

            総合窓口課 永冨真司 

 

傍聴者 なし 

 

【概 要】  

美東地域審議会 

１ 開 会 

   東城総合窓口課長より開会。 

２ 会長あいさつ 

  中屋弘幸会長よりあいさつ。 

 

３ 議 事 

（１）美祢市総合計画後期基本計画について 

   美祢市総合計画後期基本計画について、概要版で説明。 

 

【意見・質問】 

（坂本委員）計画書を見ただけでは、よくわからない。具体的な成果等はどうなってい

るのか。 

（事務局）実施計画に詳細を記載していますので、今から実施計画第６期について説明

します。 

 

（２）第１次美祢市総合計画実施計画第６期について 

   第１次美祢市総合計画実施計画第６期について、重点項目、変更・追加点につい

て説明。 

【意見・質問】 



（小林委員）ひとの育成、学校教育・人材育成の充実における事業費が倍増しているが、

これはどういうことか。具体的な事業等わかれば教えてほしい。 

（事務局）実施計画書の具体施策の教育環境の整備・充実についてご覧ください。秋芳

北部地域統合小学校整備事業、秋芳南中学校施設整備事業、秋芳南中学校プ

ール整備事業等のハード事業があるため、事業費も増えています。年度によ

って、新規事業があったり、事業廃止があったりしますので、事業費も増減

します。 

 

（３）平成２７年度予算の概要について 

   平成２７年度予算の概要について、重点項目と説明。 

【意見・提案】 

（佐藤委員）これから意見することは、平成２８年度予算に反映されると考えてよいの

か。 

（事務局）平成２７年度事業についての意見を平成２８年度予算の参考に、今後の審議

会の中で協議していきたいと考えます。 

（坂本委員）定住促進プロジェクトについて、何を目指すのか明確なビジョンが見えな

い。トリプルエンジンの仕組みについても、もっと明確にしてほしい。 

（事務局）目標人口３万人が総合計画の中でうたわれているので、そこを目指して様々

な施策を実施して、定住促進を図っていきたいと考えます。また、地方創生

事業等を活用して、地域の活性化につなげていければと考えます。 

（佐藤委員）予算の概要をみると、基金を取り崩して自主財源を増やしているが、この

ままいくと７年後には基金が底をつくが事業の内容等見直しを検討する必

要があるのではないか。 

（事務局）国、県の補助金事業を有効に活用したいと考えます。市の財政状況は非常に

厳しいですが、何も事業を実施しないわけにはいかないので、重点事業にお

いては積極的に実施したいと考えます。 

（岩山委員）事業が多すぎて、ポイントがないのではないか。重点項目を絞って集中的

に事業を実施していくのが良いのではないか。 

（事務局）事業は多岐にわたっていますが、最終的には大きな目標を達成するための事

業であることをご理解いただきたいと考えます。 

（佐藤委員）ジオパーク活動推進事業については、平成２８年度以降も実施していくの

か。 

（事務局）実施していく予定です。ジオパーク活動を通じ、地域の財産である地質遺産

の重要性、生活とのつながりを市民の方に認識してもらい、市民全体で地質

遺産の保全活動が行われるなど、ジオパークの理念である保全という活用の

意義が子々孫まで伝わる持続可能な仕組みづくりに努めます。 

（坂本委員）ジオパークにこだわる必要はないと考える。ジオパークという言葉だけが

進んでいて、市民には伝わっていないのではないか。それより重要、必要な

ことはあるので、そこの仕組みについて改善すべきだと考える。 

（事務局）ジオパーク活動の取組みが市民の方にうまく伝わらないままスタートしてし

まったので、言葉だけが独り歩きしている状況ですが、「ジオパーク認定」

を起爆剤として地域の活性化は図っていきたいと考えます。 

（金田委員）重点プロジェクトの概念として、トリプルエンジンやターボといった表現

をしているが、何か意図があるのか。 

（事務局）市民の方々に、親しみやすくわかりやすいという意図でネーミングしたと考

えます。 



（小林委員）新規事業で空き家リフォーム支援事業が実施されるが、予算１５０万円で

はせいぜい１軒分ぐらいの事業になるのではないか。定住促進を考えると予

算が少ないのではないか。 

（事務局）個人の財産に手を加えるということで、上限５０万円補助率１/２としてい

ます。 

（児玉委員）審議会の意見・提案の回答が毎回抽象的すぎる、また本当に委員の意見・

提案が反映されているのか成果がわからないので、もっと具体的な回答及び

成果を委員に示してほしい。 

（事務局）担当部署に報告します。 

（小林委員）サインについて、秋芳洞案内看板が破損しているので、早急な修繕をお願

いしたい。 

（事務局）担当部署に早急な対応するよう報告します。 

 

４ その他 

（事務局）倉重総合支所長あいさつ 

 

５ 閉 会 

 

 


